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● 今号で大島さんが紹介してくださったトル

コ現代文学シンポジウムは，私にとって二

つの点で印象に残る会議でした。ひとつは，

日本ではじめてトルコ語で行なわれたシン

ポジウムだったということ。もう一つは，

書き手がトルコの社会や政治が抱える問題

に注ぐ視線の厳しさに改めて気づかされた

ことです。文学は趣味で読むだけなので場

違いかしら，と思いながら出席した会議で

したが，地域研究者として多くのことを考

えさせられました。

（村上）
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● オーストラリアへ留学したイラン人の友人

とメール交換をしている。英語も堪能な彼

だが，われわれはいつもペルシア語で交信。

アルファベットに転写するペルシア語は，

ふだんわれわれが会っておしゃべりする時

のまま，文法も適当，スペルも適当だ。お

かしなことに，書く分量も話す時と同じで

ある。わたしが一行書けば，彼が 5行書い

てくる。もちろん先方は母国語だから……

と思わなくもない。しかし仮に日本語でや

りとりしても，私はやはり負けてしまいそ

うだ。 （岩 ）


